
別
表
第
二
中
「
大
阪
法
務
局

富
田
林
支
局

」
を
「
大
阪
法
務
局

京
都
地
方
法
務
局

富
田
林
支
局

宇
治
支
局

」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

松
戸
拘
置
支
所

小
田
原
拘
置
支

所

相
模
原
拘
置
支
所

浜
松
拘

置
支
所

沼
津
拘
置
支
所

岐
阜

拘
置
支
所

岡
崎
拘
置
支
所

堺

拘
置
支
所

丸
の
内
拘
置
支
所

尼
崎
拘
置
支
所

呉
拘
置
支
所

下
関
拘
置
支
所

久
留
米
拘
置
支

所

長
崎
拘
置
支
所

鹿
児
島
拘

置
支
所

八
重
山
刑
務
支
所

那

覇
拘
置
支
所

水
戸
拘
置
支
所

第
二
十
九
条
の
表
中 「

を」

に
改
め
る
。

「
水
戸
拘
置
支
所

小
田
原
拘
置
支

所

浜
松
拘
置
支
所

沼
津
拘
置

支
所

岐
阜
拘
置
支
所

岡
崎
拘

置
支
所

堺
拘
置
支
所

丸
の
内

拘
置
支
所

下
関
拘
置
支
所

久

留
米
拘
置
支
所

長
崎
拘
置
支
所

鹿
児
島
拘
置
支
所

那
覇
拘
置

支
所

松
戸
拘
置
支
所

尼
崎
拘

置
支
所

」

平成™œ年œ月˜�日 木曜日 (号外特第˜š号)官 報

第
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
調
査
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
二
人
及
び
調
査
官
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
及
び
係
争
処
理
専
門
官
」
を
「
、
係
争
処
理
専
門
官
及
び
大
都
市
制

度
専
門
官
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

大
都
市
制
度
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
大
都
市
制
度
に
関
す
る
企
画
、
立
案
、
当
該
制
度
の
運
営
に
関
す
る
助

言
そ
の
他
専
門
的
事
項
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
六
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
企
画
官
」
を
「
電
気
通
信
利
用
者
情
報
政
策
室
並
び
に
企
画
官
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

２

電
気
通
信
利
用
者
情
報
政
策
室
は
、
消
費
者
行
政
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
電
気
通
信
役
務
の
利
用
者
に
関
す
る

情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
係
る
も
の
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

電
気
通
信
利
用
者
情
報
政
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
七
十
二
条
の
見
出
し
中
「
及
び
調
査
官
」
を
「
並
び
に
調
査
官
及
び
環
境
整
備
企
画
官
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
及
び
調
査
官
」
を
「
並
び
に
調
査
官
及
び
環
境
整
備
企
画
官
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

環
境
整
備
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
統
計
調
査
の
環
境
の
整
備
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立

案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

附
則
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条

削
除

附
則
第
二
十
四
条
を
削
る
。

別
表
第
一
中
「
岡
山
行
政
評
価
事
務
所
」
及
び
「
熊
本
行
政
評
価
事
務
所
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
五
十
五
号

平
成
二
十
五
年
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
政
党
交
付
金
の
交
付
時
期
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第

百
五
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
党
助
成
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

政
党
助
成
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

政
党
助
成
法
施
行
規
則
（
平
成
六
年
自
治
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

８

平
成
二
十
五
年
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
政
党
交
付
金
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
交
付
金
を
含

む
。）に
限
り
、
第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
四
月
に
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
に
」
と
、「
四
月
二
十
日
」
と
あ
る
の
は

「
五
月
二
十
四
日
」
と
、
第
七
条
第
一
項
中
「
前
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
前
十
日
（
五
月
に
交
付
す
る
分
に
あ
っ
て

は
、
前
三
日
）」と
、
別
記
第
四
号
様
式
中
「４

月
分

」
と
あ
る
の
は
「５

月
分

」
と
、
別
記
第
六
号
様
式
中
「４

月
日

」
と
あ
る
の
は
「５

月
日

」
と
、
別
記
第
二
十
一
号
様
式
及
び
別
記
第
二
十
三
号
様
式
中
「４

月

」
と
あ
る

の
は
「５

月

」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
及
び
法
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
法
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

法
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
訟
務
調
査
室
）

第
五
条

訟
務
企
画
課
に
、
訟
務
調
査
室
を
置
く
。

２

訟
務
調
査
室
は
、
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
争
訟
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
係
る
調
査
、
企
画
及
び
立
案
に
関

す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

訟
務
調
査
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
十
七
条
中
「
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
九
号
」
を
「
平
成
二
十
五
年
法
務
省
令
第
八
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
五
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
八
条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項

並
び
に
法
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及

び
地
方
法
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
東
京
法
務
局
、
名
古
屋
法
務
局
、
大
阪
法
務
局
、
広
島
法
務
局
、
福
岡
法
務
局
及
び
仙
台
法

務
局
」
を
「
仙
台
法
務
局
、
東
京
法
務
局
、
名
古
屋
法
務
局
、
大
阪
法
務
局
、
広
島
法
務
局
及
び
福
岡
法
務
局
」
に
改

め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
名
古
屋
法
務
局
、
広
島
法
務
局
、
福
岡
法
務
局
及
び
仙
台
法
務
局
」
を
「
仙
台
法
務

局
、
名
古
屋
法
務
局
、
広
島
法
務
局
及
び
福
岡
法
務
局
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
及
び
鹿
児
島
地
方
法
務
局
」
を「
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
及
び
那
覇
地
方
法
務
局
」に
、「
横

浜
地
方
法
務
局
、
静
岡
地
方
法
務
局
」
を
「
横
浜
地
方
法
務
局
、
新
潟
地
方
法
務
局
、
静
岡
地
方
法
務
局
、
岐
阜
地
方

法
務
局
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
及
び
鹿
児
島
地
方
法
務
局
」
を
「
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
及
び
那
覇
地
方
法
務
局
」
に
改

め
る
。

第
四
十
二
条
の
二
中
「
横
浜
地
方
法
務
局
」
の
下
に
「
、
新
潟
地
方
法
務
局
」
を
、「
静
岡
地
方
法
務
局
」
の
下
に

「
、
岐
阜
地
方
法
務
局
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
四
百
七
人
」
を
「
四
百
十
八
人
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
令
第
六
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及

び
拘
置
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及
び
拘
置
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及
び
拘
置
所
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
二
条
の
表
刑
務
所
等
の
名
称
の
欄
中
「
八
王
子
医
療
刑
務
所
」
を
「
八
王
子
医
療
刑
務
所

大
阪
医
療
刑
務

所
」
に
改
め
、
同
表
大
阪
医
療
刑
務
所
の
項
を
削
る
。
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